
(57)【要約】

【課題】メガネ孔Ｗを短時間で容易に形成できる切削方

法を提供する。

【解決手段】第１孔Ａと第２孔Ｂの２つの孔Ａ，Ｂが所

定距離ｅ偏心して重なり合うようなメガネ孔Ｗを切削す

る方法であって、回転するインナーボーリングバー５に

ドリルヘッド６を一体回転可能に取り付けると共に、ド

リルヘッド６の外周に相対回転可能に支持させた断面三

日月形の孔ガイド７を、インナーボーリングバー５に套

嵌されてそれと一体に軸方向移動可能な回転しないアウ

ターボーリングバー６に連結してなるガイド付きドリル

２を備え、被削材Ｍに第１孔Ａを切削した後、第１孔Ａ

にガイド付きドリル２の孔ガイド７を嵌合して第１孔Ａ

に沿って摺動案内しながら、ドリルヘッド６によって第

２孔Ｂを切削する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 孔 と 第 ２ 孔 の ２ つ の 孔 が 所 定 距 離 偏 心 し て 重 な り 合 う よ う な メ ガ ネ 孔 を 切 削 す る 方
法 で あ っ て 、
　 回 転 す る イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー に ド リ ル ヘ ッ ド を 一 体 回 転 可 能 に 取 り 付 け る と 共 に 、
ド リ ル ヘ ッ ド の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ せ た 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド を 、 イ ン ナ ー
ボ ー リ ン グ バ ー に 套 嵌 さ れ て そ れ と 一 体 に 軸 方 向 移 動 可 能 な 回 転 し な い ア ウ タ ー ボ ー リ ン
グ バ ー に 連 結 し て な る ガ イ ド 付 き ド リ ル を 備 え 、
　 被 削 材 に 先 に 第 １ 孔 を 形 成 し 、 そ の 後 に 第 １ 孔 に ガ イ ド 付 き ド リ ル の 前 記 三 日 月 形 孔 ガ
イ ド を 嵌 合 し て 第 １ 孔 に 沿 っ て 摺 動 案 内 し な が ら 、 ガ イ ド 付 き ド リ ル の ド リ ル ヘ ッ ド に よ
っ て 第 ２ 孔 を 切 削 す る こ と を 特 徴 と す る メ ガ ネ 孔 の 切 削 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の メ ガ ネ 孔 の 切 削 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 回 転 駆 動 さ れ る イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー に 第 ２ 孔 切 削 用 の ド リ ル ヘ ッ ド を 一 体 回 転 可 能
に 取 り 付 け る と 共 に 、 ド リ ル ヘ ッ ド の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ せ た 第 １ 孔 に 嵌 合 可 能
な 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド を 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー に 套 嵌 さ れ て そ れ と 一 体 に 軸 方
向 移 動 可 能 な 回 転 し な い ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー に 連 結 し て な る ガ イ ド 付 き ド リ ル と 、
　 ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー を 回 転 し な い よ う に 保 持 し な が ら 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー に
回 転 駆 動 源 か ら の 回 転 を 伝 達 す る 機 構 と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る メ ガ ネ 孔 の 切 削 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 ガ イ ド 付 き ド リ ル の ド リ ル ヘ ッ ド に は 円 筒 状 の ガ イ ド 取 付 部 材 を 相 対 回 転 可 能 に 嵌 合 し
、 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 に 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド を 取 り 付 け る と 共 に 、 こ の ガ イ ド 取 付
部 材 を ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー に 取 り 付 け て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の メ ガ
ネ 孔 の 切 削 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 孔 径 の 等 し い 又 は 異 な っ た ２ つ の 孔 が 所 定 距 離 偏 心 し て 重 な り 合 う よ う な メ
ガ ネ 孔 を 切 削 す る 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ １ は 成 形 機 の 押 し 出 し シ リ ン ダ を 例 示 し た も の で 、 孔 径 の 等 し い ２ つ の 孔 Ａ ， Ｂ が
所 定 距 離 ｅ 偏 心 し て 重 な り 合 う よ う な メ ガ ネ 孔 Ｗ を 有 す る 。 こ の よ う な メ ガ ネ 孔 Ｗ を 切 削
す る 従 来 の 切 削 方 法 を 図 １ ０ の (a) ～ (e) に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 従 来 の 方 法 は 、 先 ず 、 図 １ ０ の (a) ， (b) に 示 す よ う に 、 所 要 の 金 属 材 か ら な る
被 削 材 Ｍ に 、 深 孔 切 削 用 ド リ ル に よ っ て 、 ２ つ の 孔 Ａ ， Ｂ の 片 方 の 孔 （ 第 １ の 孔 ） Ａ を 切
削 す る 。 次 い で 、 こ の 切 削 し た 第 １ の 孔 Ａ に 、 (c) に 示 す よ う に 、 詰 め 物 Ｇ を 嵌 挿 す る 。
こ の 詰 め 物 Ｇ は 、 被 削 材 Ｍ と 同 一 又 は 異 な る 金 属 材 に よ っ て 孔 Ａ に 密 嵌 す る よ う な 棒 状 に
形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 後 、 詰 め 物 Ｇ が 嵌 挿 さ れ た 第 １ 孔 Ａ の 中 心 か ら 所 定 距 離 ｅ だ
け 偏 し た し た 位 置 に 中 心 を 有 す る も う 一 つ の 孔 で あ る 第 ２ の 孔 Ｂ を 深 孔 切 削 用 ド リ ル に よ
っ て 切 削 す る （ (d) 参 照 ） 。 こ う し て 第 ２ の 孔 Ｂ を 切 削 し た 後 、 詰 め 物 Ｇ ′ （ 詰 め 物 Ｇ が
一 部 削 ら れ た 状 態 ） を 第 １ の 孔 Ａ か ら 抜 き 取 る こ と に よ っ て 、 (e) に 示 す よ う な メ ガ ネ 孔
Ｗ が 形 成 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 従 来 の 切 削 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 孔 Ａ に 嵌 挿 す る 金 属 製 詰 め 物 Ｇ の 製 作 、 そ
の 嵌 挿 作 業 及 び 第 ２ 孔 Ｂ の 切 削 後 に 第 １ 孔 Ａ か ら そ の 詰 め 物 Ｇ ′ を 抜 き 取 る 作 業 に 非 常 な
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手 間 と 時 間 が か か り 、 メ ガ ネ 孔 Ｗ を 有 す る 製 品 の 製 造 コ ス ト が 非 常 に 高 く つ く と い う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 に 鑑 み 、 メ ガ ネ 孔 Ｗ を 簡 単 容 易 に 形 成 す る こ と の で き る 切 削 方 法
及 び 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 を 、 後 述 す る 実 施 形 態 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 す る と 、
請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 第 １ 孔 Ａ と 第 ２ 孔 Ｂ の ２ つ の 孔 Ａ ， Ｂ が 所 定 距 離 偏 心 し て 重 な り
合 う よ う な メ ガ ネ 孔 Ｗ を 切 削 す る 方 法 で あ っ て 、
　 回 転 す る イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ に ド リ ル ヘ ッ ド ６ を 一 体 回 転 可 能 に 取 り 付 け る と 共
に 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ せ た 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド ７ を 、
イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ に 套 嵌 さ れ て そ れ と 一 体 に 軸 方 向 移 動 可 能 な 回 転 し な い ア ウ タ
ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 連 結 し て な る ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ を 備 え 、
　 被 削 材 Ｍ に 先 に 第 １ 孔 Ａ を 切 削 し 、 そ の 後 に 第 １ 孔 Ａ に ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 孔 ガ イ ド
７ を 嵌 合 し て 第 １ 孔 Ａ に 沿 っ て 摺 動 案 内 し な が ら 、 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の ド リ ル ヘ ッ ド ６
に よ っ て 第 ２ 孔 Ｂ を 切 削 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の メ ガ ネ 孔 の 切 削 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 で
あ っ て 、
　 回 転 駆 動 さ れ る イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ に 第 ２ 孔 Ｂ 切 削 用 の ド リ ル ヘ ッ ド ６ を 一 体 回
転 可 能 に 取 り 付 け る と 共 に 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ せ た 第 １ 孔 Ａ
に 嵌 合 可 能 な 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド ７ を 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ に 套 嵌 さ れ て そ
れ と 一 体 に 軸 方 向 移 動 可 能 な 回 転 し な い ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 連 結 し て な る ガ イ ド
付 き ド リ ル ２ と 、
　 ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ を 回 転 し な い よ う に 保 持 し な が ら 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー
５ に 回 転 駆 動 源 か ら の 回 転 を 伝 達 す る 機 構 ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の メ ガ ネ 孔 の 切 削 装 置 に お い て 、 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の ド
リ ル ヘ ッ ド ６ に は 円 筒 状 の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を 相 対 回 転 可 能 に 嵌 合 し 、 こ の ガ イ ド 取 付 部
材 ８ に 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド ７ を 取 り 付 け る と 共 に 、 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を ア ウ タ
ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 取 り 付 け て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 解 決 手 段 に よ る 発 明 の 効 果 を 、 後 述 す る 実 施 形 態 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 す る と 、
請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 切 削 方 法 は 、 従 来 方 法 の よ う な 、 詰 め 物 Ｇ を 製 作 す る 作 業 、 こ の 詰
め 物 Ｇ を 第 １ 孔 Ａ に 嵌 挿 す る 作 業 、 更 に 第 ２ 孔 Ｂ の 形 成 後 に 詰 め 物 Ｇ を 第 １ 孔 Ａ か ら 抜 き
取 る 作 業 が 不 要 で あ っ て 、 先 に 形 成 し た 第 １ 孔 Ａ に ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 孔 ガ イ ド ７ を 嵌
合 し て 第 １ 孔 Ａ に 沿 っ て 摺 動 案 内 し な が ら 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ に よ っ て 第 ２ 孔 Ｂ を 切 削 す る
よ う に し た 方 法 で あ る か ら 、 メ ガ ネ 孔 Ｗ を 従 来 方 法 よ り 遥 か に 短 時 間 で し か も 的 確 に 切 削
形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の メ ガ ネ 孔 の 切 削 方 法 を 有 効 に 実 施 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 孔 ガ イ ド ７ を ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支
持 さ せ る の に 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ に 円 筒 状 ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を 相 対 回 転 可 能 に 嵌 合 し 、 こ の
ガ イ ド 取 付 部 材 ８ に 孔 ガ イ ド ７ を 取 り 付 け る と 共 に 、 ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を ア ウ タ ー ボ ー リ
ン グ バ ー ６ に 取 り 付 け る よ う に し て い る の で 、 孔 ガ イ ド ７ を ド リ ル ヘ ッ ド ６ に 対 し 安 定 状

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-160472 A 2007.6.28



態 で 的 確 に 支 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る と 、 図 １ の (a) は 深 孔 の 切 削
に 使 用 さ れ る 普 通 の ド リ ル １ の 側 面 図 、 (b) は ド リ ル １ を 先 端 側 か ら 見 た 端 面 図 で あ り 、
図 ２ の (a) は 本 発 明 の 切 削 方 法 に 使 用 す る ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 側 面 図 、 (b) は ガ イ ド 付
き ド リ ル ２ を 先 端 側 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。 図 ３ の (a) は ド リ ル １ の 駆 動 系 統 を 示 す 一 部
断 面 側 面 図 、 (b) は ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 駆 動 系 統 を 示 す 一 部 断 面 側 面 図 で あ る 。 図 ４ は
ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 拡 大 斜 視 図 、 図 ５ は ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る メ ガ ネ 孔 の 切 削 方 法 は 、 回 転 す る イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５
に ド リ ル ヘ ッ ド ６ を 一 体 回 転 可 能 に 取 り 付 け る と 共 に 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 外 周 に 相 対 回 転
可 能 に 支 持 さ せ た 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド ７ を 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ に 套 嵌 さ れ
て 当 該 バ ー ５ と 一 体 に 軸 方 向 移 動 可 能 な 回 転 し な い ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 、 ガ イ ド
取 付 部 材 ８ を 介 し て 連 結 し て な る 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う な ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ を 備 え
て お き 、 し か し て 図 ９ の (a) ～ (c) に 示 す よ う に 、 先 ず 、 被 削 材 Ｍ に 第 １ 孔 Ａ を 切 削 し 、
こ の 切 削 し た 第 １ 孔 Ａ に ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 前 記 断 面 略 三 日 月 形 孔 ガ イ ド ７ を 嵌 合 し て
第 １ 孔 Ａ に 沿 っ て 摺 動 案 内 し な が ら 、 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の ド リ ル ヘ ッ ド ６ に よ っ て 第 ２
孔 Ｂ を 切 削 形 成 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す ド リ ル １ は 、 本 発 明 の 切 削 方 法 に お い て 第 １ 孔 Ａ を 切 削 す る の に 使 用 す る 周
知 の ド リ ル で 、 ド リ ル ヘ ッ ド ４ は 、 基 端 側 が 開 放 し た 中 空 部 ４ １ を 有 す る 略 円 筒 状 で あ っ
て 、 そ の 先 端 面 側 に は 切 屑 排 出 口 ４ ２ ， ４ ３ が 設 け ら れ 、 そ の 開 口 側 縁 部 に 切 刃 ４ ４ ， ４
５ ， ４ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 ま た 外 周 面 に ガ イ ド パ ッ ド ４ ７ ， ４ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
そ し て 、 こ の ド リ ル ヘ ッ ド ４ は 、 基 端 部 側 の 外 周 に 設 け た 雄 ね じ ４ ９ を ボ ー リ ン グ バ ー ３
の 先 端 部 に 螺 入 し て 取 り 付 け 、 こ の ボ ー リ ン グ バ ー ３ の 後 端 部 を 図 ３ の (a) に 示 す よ う な
チ ャ ッ ク 機 構 ５ ０ を 介 し て 工 作 機 械 の 回 転 駆 動 軸 等 に 連 結 し て 回 転 駆 動 さ せ る こ と に よ り
、 被 削 材 を 切 削 し て 深 孔 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 切 削 方 法 に お い て 第 ２ 孔 Ｂ を 切 削 す る の に 使 用 さ れ る ド リ ル ヘ ッ ド ６ は 、 図 １
に 示 す 普 通 の ド リ ル ヘ ッ ド ４ と 実 質 的 に 同 じ も の で 、 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、
基 端 側 が 開 放 し た 中 空 部 １ １ を 有 す る 略 円 筒 状 で あ っ て 、 そ の 先 端 面 側 に は 切 屑 排 出 口 １
２ ， １ ３ が 設 け ら れ 、 そ の 開 口 側 縁 部 に 切 刃 １ ４ ， １ ５ ， １ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 ま た 外 周
面 に ガ イ ド パ ッ ド １ ７ ， １ ８ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ し て こ の ド リ ル ヘ ッ ド ６ は 、 基 端
部 側 の 外 周 に 設 け た 雄 ね じ １ ９ を イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ の 先 端 部 の 雌 ね じ ５ ａ に 螺 入
し て 取 り 付 け ら れ る よ う に な っ て い る 。 尚 、 図 ６ は 切 刃 １ ４ ， １ ５ ， １ ６ 及 び ガ イ ド パ ッ
ド １ ７ ， １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い な い 状 態 の ド リ ル ヘ ッ ド ６ を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 断 面 略 三 日 月 形 の 孔 ガ イ ド ７ は 、 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ７ 及 び 図 ９ か ら 分 か る よ う に 、
被 削 材 Ｍ に 先 に 形 成 し た 第 １ 孔 Ａ に 軸 方 向 ス ラ イ ド 自 在 に 嵌 合 さ せ る も の で 、 ド リ ル ヘ ッ
ド ６ の 外 径 と 夫 々 同 じ 径 の 外 周 面 ２ ０ 及 び 内 周 面 ２ １ を 有 し て 、 図 ２ の (b) に 示 す よ う に
ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ せ た 状 態 で 孔 ガ イ ド ７ の 中 心 Ｏ ａ が ド リ ル
ヘ ッ ド ６ の 中 心 Ｏ ｂ に 対 し 所 定 距 離 ｅ だ け 偏 心 す る よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の
孔 ガ イ ド ７ の 外 周 面 ２ ０ に は 、 ガ イ ド パ ッ ド ２ ２ が 、 例 え ば 、 周 方 向 に ３ 箇 所 、 軸 方 向 に
２ 箇 所 の 合 わ せ て ６ 個 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 孔 ガ イ ド ７ は 、 被 削 材 Ｍ に 形 成 さ れ る 第 １ 孔
Ａ に 嵌 合 可 能 な よ う に 形 成 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 孔 ガ イ ド ７ を 取 り 付 け る ガ イ ド 取 付 部 材 ８ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た も の で 、 図 ２ 、
図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 径 大 頭 部 ６ ａ と 軸 部 ６ ｂ と か ら な る ド リ ル ヘ ッ ド ６ の
軸 部 ６ ｂ （ 図 ６ 参 照 ） に 無 給 油 ブ ッ シ ュ ２ ３ （ 図 ５ 参 照 ） を 介 し て 相 対 回 転 可 能 に 嵌 装 さ
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れ て い る 。 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ は 、 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 先 端 部 側 に ド リ ル ヘ ッ ド ６
の 径 大 頭 部 ６ ａ と 同 一 外 径 の ガ イ ド 取 付 用 円 筒 部 ８ ａ を 形 成 し 、 後 端 部 外 周 に 雄 ね じ ８ ｂ
を 形 成 し て お り 、 こ の 円 筒 部 ８ ａ に は ガ イ ド パ ッ ド ２ ６ が 周 方 向 の 複 数 箇 所 に 取 り 付 け ら
れ る 。 図 ８ に お い て 、 ２ ７ は ガ イ ド パ ッ ド ２ ６ を 取 り 付 け る 凹 所 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か し て 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ に 孔 ガ イ ド ７ を 取 り 付 け る に は 、 先 ず 、 ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を
ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 軸 部 ６ ｂ 側 に 無 給 油 ブ ッ シ ュ ２ ３ を 介 し て 嵌 装 し 、 孔 ガ イ ド ７ の 内 周 面
２ １ の 後 端 部 側 を ガ イ ド 取 付 部 材 ８ の ガ イ ド 取 付 用 円 筒 部 ８ ａ に 係 合 さ せ て 、 孔 ガ イ ド ７
の ボ ル ト 挿 通 孔 ２ ４ か ら ガ イ ド 取 付 部 材 ８ の ネ ジ 孔 ２ ５ に 螺 入 し 締 結 す る こ と に よ っ て 、
孔 ガ イ ド ７ を ガ イ ド 取 付 部 材 ８ に 固 定 し 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う な 状 態 と す る 。 こ の 場
合 、 孔 ガ イ ド ７ は 、 先 に 形 成 し た 第 １ 孔 Ａ に 嵌 合 し て 、 後 に 形 成 す る 第 ２ 孔 Ｂ の 削 孔 を 案
内 す る も の で あ る か ら 、 図 ４ 及 び 図 ５ か ら 分 か る よ う に 、 孔 ガ イ ド ７ の 先 端 が ド リ ル ヘ ッ
ド ６ の 先 端 か ら 所 要 長 さ 突 出 す る よ う に ガ イ ド 取 付 部 材 ８ に 固 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ は 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ に 対 し 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 状 態 に あ っ
て 、 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ の 後 端 部 外 周 に 設 け て あ る 雄 ね じ ８ ｂ を 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ
バ ー ５ に 対 し 相 対 回 転 可 能 に 套 嵌 さ れ て い る ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ の 先 端 側 雌 ね じ ６
ａ に 螺 入 し て 、 ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 一 体 的 に 連 結 す る （ 図 ２
の (a) 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 図 ３ の (b) に 示 す よ う に 、 ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ の 後 端 部 ６ ｂ は 、 固 定 ベ
ー ス ２ ８ に チ ャ ッ ク ２ ９ で 固 定 し 、 こ の ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 挿 通 さ れ た イ ン ナ ー
ボ ー リ ン グ バ ー ５ の 後 端 部 ５ ｂ は 、 固 定 ベ ー ス ２ ８ に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ た 回 転 伝 達 部 材
３ ０ を 介 し て 工 作 機 械 の 回 転 駆 動 軸 等 に 連 動 連 結 し て い る 。 従 っ て 、 そ の 回 転 駆 動 軸 等 に
よ り イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ を 回 転 駆 動 さ せ る こ と に よ っ て ド リ ル ヘ ッ ド ６ は 回 転 す る
が 、 孔 ガ イ ド ７ は 、 回 転 し な い ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 一 体 的 に 連 結 さ れ て い る ガ イ
ド 取 付 部 材 ８ に 固 定 さ れ た 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う な 本 発 明 に 係 る ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ を 使 用 し て メ ガ ネ 孔 Ｗ を 切 削 す る
方 法 に つ い て 、 図 ９ を 中 心 に 他 の 図 面 を 適 宜 に 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 ず 、 図 ９ の (a) ， (b) に 示 す よ う に 、 所 要 の 金 属 材 か ら な る 被 削 材 Ｍ に 、 図 １ に 示 す
深 孔 切 削 用 ド リ ル １ に よ り 第 １ 孔 Ａ を 切 削 し て 貫 通 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ う し て 被 削 材 Ｍ に 第 １ 孔 Ａ を 形 成 し た な ら ば 、 こ の 第 １ 孔 Ａ に 、 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２
の 三 日 月 形 孔 ガ イ ド ７ の 先 端 部 を 嵌 合 し た 状 態 、 つ ま り 孔 ガ イ ド ７ の 先 端 部 外 周 面 ２ ０ を
第 １ 孔 Ａ の 内 周 面 に 係 合 さ せ た 状 態 と し 、 か か る 状 態 で ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の ド リ ル ヘ ッ
ド ６ を 被 削 材 Ｍ の 端 面 側 に 押 し 付 け て 、 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ を 回 転 駆 動 さ せ 、 こ の
イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー ５ と 、 回 転 し な い ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ と を 一 体 に 前 進 移 動
さ せ つ つ 、 そ の 孔 ガ イ ド ７ を 第 １ 孔 Ａ に 沿 っ て 摺 動 案 内 さ せ な が ら 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 回
転 に よ っ て 第 ２ 孔 Ｂ を 切 削 し て ゆ く こ と に よ り 、 図 ９ の (b) に 示 す よ う に 、 先 に 形 成 し た
第 １ 孔 Ａ と 後 に 切 削 形 成 し た 第 ２ 孔 Ｂ と か ら な る メ ガ ネ 孔 Ｗ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う な 本 発 明 に 係 る 切 削 方 法 と 、 図 １ ０ に よ っ て 説 明 し た 従 来 の 切 削 方 法 と を 比
較 す る と 、 従 来 の 方 法 で は 、 被 削 材 Ｍ に 先 に 形 成 し た 第 １ 孔 Ａ に 詰 め 物 Ｇ を 嵌 挿 す る こ と
か ら 、 そ の 詰 め 物 Ｇ の 製 作 作 業 、 そ の 嵌 挿 詰 め 込 み 作 業 、 及 び 第 ２ 孔 Ｂ の 切 削 形 成 後 に 第
１ 孔 Ａ か ら 詰 め 物 Ｇ を 抜 き 取 る 作 業 を 必 要 と す る の に 対 し 、 本 発 明 の 方 法 で は 、 そ れ ら の
作 業 が 不 要 で あ る か ら 、 メ ガ ネ 孔 Ｗ の 切 削 を 、 従 来 方 法 よ り 遥 か に 短 時 間 で し か も 的 確 に
行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 尚 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 切 削 方 法 に お い て は 、 第 １ 孔 Ａ の 孔 径 と 第 ２ 孔 Ｂ の 孔 径 と が 同
じ で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 切 削 方 法 は 、 第 １ 孔 Ａ と 第 ２ 孔 Ｂ の 孔 径 が 異
な る 場 合 に も 適 用 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 孔 Ａ を 、 従 来
よ り 使 用 さ れ て い る 普 通 の 深 孔 切 削 用 ド リ ル １ に よ っ て 形 成 し た が 、 第 １ 孔 Ａ と 第 ２ 孔 Ｂ
と が 同 径 で あ る 場 合 に は 、 本 発 明 に 係 る ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ か ら 孔 ガ イ ド ７ 及 び ガ イ ド 取
付 部 材 ８ を 取 り 外 し た ド リ ル ヘ ッ ド ６ と 、 こ の ド リ ル ヘ ッ ド ６ を 取 り 付 け て い る イ ン ナ ー
ボ ー リ ン グ バ ー ５ か ら な る ド リ ル に よ っ て 第 １ 孔 Ａ を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う な 構 成 の ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ に よ れ ば 、 孔 ガ
イ ド ７ を ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 外 周 に 相 対 回 転 可 能 に 支 持 さ せ る の に 、 ド リ ル ヘ ッ ド ６ に 円 筒
状 の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を 相 対 回 転 可 能 に 嵌 合 し 、 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ に 孔 ガ イ ド ７ を 取
り 付 け る と 共 に 、 こ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を ア ウ タ ー ボ ー リ ン グ バ ー ６ に 取 り 付 け る よ う に
し て い る の で 、 孔 ガ イ ド ７ を ド リ ル ヘ ッ ド ６ に 対 し 安 定 状 態 で 的 確 に 支 持 さ せ る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 (a) は 深 孔 の 切 削 に 普 通 に 使 用 さ れ る ド リ ル １ の 側 面 図 、 (b) は ド リ ル １ を 先 端
側 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 (a) は 本 発 明 の 切 削 方 法 に 使 用 す る ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 側 面 図 、 (b) は ガ イ ド
付 き ド リ ル ２ を 先 端 側 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 (a) は ド リ ル １ の 駆 動 系 統 を 示 す 一 部 断 面 側 面 図 、 (b) は ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の
駆 動 系 統 を 示 す 一 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の ド リ ル ヘ ッ ド ６ を 示 す も の で 、 (a) は 切 刃 及 び ガ イ ド パ ッ
ド が 取 り 付 け ら れ て い な い 状 態 の ド リ ル ヘ ッ ド ６ の 側 面 図 、 (b) は そ の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の 孔 ガ イ ド ７ を 示 す も の で 、 (a) は ガ イ ド パ ッ ド が 取 り 付 け
ら れ て い な い 状 態 の 孔 ガ イ ド ７ の 側 面 図 、 (b) は 孔 ガ イ ド ７ を (a) に 示 す 状 態 か ら 中 心 Ｏ
ａ 回 り に ９ ０ ° 回 転 し た 状 態 で の 側 面 図 、 (c) は (b) に 示 す 孔 ガ イ ド ７ を 先 端 側 か ら 見 た
端 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ガ イ ド 付 き ド リ ル ２ の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を 示 し 、 (a) は ガ イ ド パ ッ ド が 取 り 付 け
ら れ て い な い 状 態 の ガ イ ド 取 付 部 材 ８ の 側 面 図 、 (b) は (a) の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 、 (c)は ガ
イ ド 取 付 部 材 ８ を (a) に 示 す 状 態 か ら 中 心 軸 回 り に ９ ０ ° 回 転 し た 状 態 で の 側 面 図 、 (d) 
は (c) に 示 す ガ イ ド 取 付 部 材 ８ を 先 端 側 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 (a) ～ (c) は 本 発 明 の 切 削 方 法 を 説 明 す る 概 略 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 (a) ～ (e) は 従 来 の 切 削 方 法 を 説 明 す る 概 略 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 メ ガ ネ 孔 Ｗ を 有 す る 成 形 機 の 押 し 出 し シ リ ン ダ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
Ｍ 　 　 　 　 　 　 被 削 材
Ｗ 　 　 　 　 　 　 メ ガ ネ 孔
Ａ 　 　 　 　 　 　 メ ガ ネ 孔 の 第 １ 孔
Ｂ 　 　 　 　 　 　 メ ガ ネ 孔 の 第 ２ 孔
２ 　 　 　 　 　 　 ガ イ ド 付 き ド リ ル
５ 　 　 　 　 　 　 イ ン ナ ー ボ ー リ ン グ バ ー
６ 　 　 　 　 　 　 ド リ ル ヘ ッ ド
７ 　 　 　 　 　 　 孔 ガ イ ド
８ 　 　 　 　 　 　 ガ イ ド 取 付 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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